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比を BWR 運転条件と一致させた空気・水実験の結果と 20％以内で一致し、液滴付着特性を噴霧流解析で予測
できる見通しを得た。さらに、位相ドップラ法を用いて液滴径分布を計測した結果、波板入口で観察されない
直径 10μm 以下の微小な液滴が出口から放出されていることを明らかにした。 
⑷ BWR 運転条件のウエーバー数を模擬した蒸気乾燥器の空気・水実験の結果、波板出口でのキャリーオーバー
とブレークスルー限界気相流束は、液膜からの液滴発生量モデルで評価できることを明らかにした。さらに、
波板における液滴付着と液膜の形成、液膜からの液滴飛散および下流の波板での再付着を考慮した解析モデル
を開発し、ブレークスルー現象を予測できることを明らかにした。 
 以上のように、本論文は、沸騰水型原子炉内の複雑な体系における気液二相流の流動伝熱現象を明らかにし、その
解析手法を構築して原子炉の性能向上に応用したものであり、学術的な価値も大きく、その応用により社会的に貢献
するところも大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
